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１．対象地域の状況
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〇中九州横断道路は、大分県大分市を起点として、

熊本県熊本市に至る高規格道路。

対象地域の状況

１．中九州横断道路の概要
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人口減少する地域が多い中、
大津町では人口が増加傾向

凡例
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対象地域の状況

２．地域状況

○対象地域（大津町）の人口は年々増加傾向にあり、伸び率は熊本県や全国平均を上回っている。
○生産年齢人口の割合は、全国と比べて高い。

【人口増減率の状況】

※H2とR2の国勢調査結果の比較 ※( )内はR2の人口 資料：R2国勢調査

【人口の推移】

【年齢別人口割合】
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資料：H2～R2国勢調査

平成2年を1.0とした場合の伸び率

大津町
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資料：R2国勢調査
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※200台以上を表示

対象地域の状況

3．交通特性

○対象地域（大津町）の交通流動は、熊本市、菊陽町との結びつきが強く、移動目的は通勤・通学が６割以
上を占める。

○対象地域（大津町）の通勤通学時における利用手段の約８割が自動車であり、熊本県内平均よりも高く、
自動車利用割合は年々増加傾向にある。

【現況交通流動】

資料：H27全国道路・街路交通情勢調査_自動車起終点調査

【対象地域（大津町）～熊本市の移動目的】

資料：H27全国道路・街路交通情勢調査_自動車起終点調査
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【通勤通学時の利用手段】

■熊本県

■大津町 約7割 自動車 自転車 鉄道 バス 二輪車 徒歩・その他

約8割

増加傾向

資料：H2～R2国勢調査

N=210百台

通勤・通学
63%業務・物流

14%

営業用車 4%

観光・余暇 3%

送迎 3%

家事・買物 3%

その他
4%

不明
5%

6割以上



阿蘇内牧温泉
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資料：R4熊本県観光統計
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対象地域の状況

4．地域の特色
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○対象地域周辺には、世界有数の半導体メーカーや国内有数の二輪工場、それらの関連企業が集積し、
製造品出荷額は菊池地域・熊本市で県内の約5割を占める。

○阿蘇地域周辺には、「大観峰」、「阿蘇ファームランド」など著名な観光地が広く点在する。

【菊池地域に立地する工場】

大観峰 阿蘇ファームランド

【阿蘇地域周辺の観光地と観光客数】

道の駅阿蘇

資料：R5菊池管内概要_菊池地域振興局

【製造品出荷額の地域別県内シェア】

菊池地域と熊本市で
県の約5割を占める

資料：R4経済構造実態調査

菊池地域
37％

熊本地域

14％

荒尾・玉名

地域

13％

その他

27％

熊本県

製造品出荷額

32,234億円
八代地域

9％

※菊池地域：菊池市、合志市、大津町、菊陽町

熊本地域：熊本市

荒尾・玉名地域：荒尾市、玉名市、玉東町、南関町、

長洲町、和水町

八代地域：八代市、氷川町

（経済構造実態調査より）

※R3 1年間の数値

菊池地域の工場数

半導体
関連

二輪四
輪関連 その他 合計

48 37 147 232
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２．一般国道５７号 大津道路の概要



一般国道５７号 大津道路の概要

・事業名：一般国道５７号 大津道路

・区間 ：熊本県菊池郡大津町大字高尾野～菊池郡大津町大字杉水 ・延長：4.8km

・車線数：2車線［自動車専用道路］ ・計画交通量：10,800台/日 ・全体事業費：約340億円

【計画概要】
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・H25.5～H27.9：計画段階評価の手続き

・H29.6～***.*：対応方針（概略ルート・構造）の決定

【事業の経緯等】
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【標準断面図】
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【事業位置図】
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３．地域の課題と整備効果

九州地方整備局
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1．輸送効率の向上による産業活動の支援

【課題】
●中九州横断道路沿線には、半導体関連企業等が立地しており、今後の更なる企業進出も予定。
●合志市、菊陽町、大津町の半導体関連企業等では、製品・部品等を熊本港や九州縦貫自動車道等から全国へ輸送

しているが、主要アクセスを担う国道５７号の交通渋滞により約３割の時間ロスが生じており、円滑な物流交通や生産活
動等を阻害。

【整備効果】
○企業集積地から交通・物流拠点へのアクセス性向上により安定した物流網を構築

地域の課題と整備効果

10

■半導体関連の製品・部品等の出荷ルート ■企業集積地※2～熊本港の移動時間のロス

資料：R3全国道路・街路交通情勢調査混雑時・非混雑時旅行速度

※1 国道57号を非混雑時旅行速度で移動した場合の移動時間
※2 熊本中核工業団地
※3 国道57号を対象とした移動時間のロス

※1

最低限必要な
移動時間

約3割の
損失が発生

渋滞などで損失
している時間

75％
(76分)

現況
（混雑時）
移動時間
約101分

25％
(25分)

資料：九州半導体関連企業サプライチェーンマップ_経済産業省九州経済産業局（R4.3）
ヒアリング結果(R4.11)

熊本県

福岡県

大分県
佐賀県

長崎県

宮崎県

熊本港

博多港

大分港

福岡空港

阿蘇
くまもと空港

中九州横断道路

E3

E3

E34

E34

E10

E10

E77

E97

E35

E3

大津道路 半導体関連の
製品・部品等を

全国へ輸送

合志市・菊陽町・大津町
の主な半導体関連企業等

のエリア

イメージセンサー
（半導体関連製品）

世界第１位企業
増設予定

半導体受託製造
世界第１位企業進出

半導体製造装置
世界第４位企業

増設予定

お お づ

主要半導体関連産業・工場

R6年度～新規立地企業(増設含む)

■ 合志市、菊陽町、大津町

事業中区間

対象区間

〔企業集積地※～熊本港の所要時間〕
〔企業集積地※～高速IC （北熊本SIC ）の所要時間〕

※熊本中核工業団地 （合志市、菊陽町、大津町の企業集積地のうち最東部の箇所）

【現況】 101分 ⇒ 【整備後】 88分（約13分短縮）
【現況】 38分 ⇒ 【整備後】 16分（約22分短縮）

資料：R3全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度より 【現況】現道利用ルート 【整備後】事業中含む中九州横断道路＋大津道路利用ルート（設計速度80km/hで算出）



【整備効果】
○阿蘇地域から第三次救急医療施設までの搬送時間短縮により、地域で生活が営める環境を維持

2．速達性の向上による救急医療活動の支援

地域の課題と整備効果
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【課題】
●第三次救急医療施設が立地していない阿蘇地域では、搬送件数の約3割が管外搬送で、そのうち約5割が熊本市内

の第三次救急医療施設へ搬送されている。
●主要アクセスを担う国道５７号の交通渋滞に巻き込まれ、搬送に時間がかかっており、速達性の確保が課題。

〔阿蘇市役所～熊本赤十字病院の所要時間〕 【現況】 77分 ⇒ 【整備後】 64分（約13分短縮）

■阿蘇地域の搬送件数 ■第三次救急医療施設への搬送ルートと旅行速度状況(混雑時(朝ピーク))

0% 20% 40% 60% 80% 100%

管外搬送

(976件)

搬送件数

(2,800件)

管外搬送
35％

資料：阿蘇広域行政事務組合消防本部提供資料

管外搬送が約3割

三次救急医療機関(熊本市)が約5割

管内搬送
65％

第三次救急医療施設
(熊本市内)

52％

その他の病院
(熊本市内) 

10％

その他の病院
(熊本市以外) 

38％

資料：ETC2.0プローブデータ(R4.1～R4.12 _7～8時台)、ヒアリング結果(R4.8)

資料：R3全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度より 【現況】現道利用ルート 【整備後】事業中含む中九州横断道路＋大津道路利用ルート（設計速度80km/hで算出）
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3．高速性・定時性向上による観光産業の活性化を支援
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地域の課題と整備効果

【整備効果】
○熊本駅等のゲートウェイから観光施設への移動時間の短縮により、周遊性の高い道路ネットワークを構築し、観光産業

の活性化を支援

【課題】
●国道57号沿線には豊富な自然と観光資源が立地しており、阿蘇地域は県内第1位の観光客数を誇り、観光客の約7

割が福岡県等の県外からの来訪者。
●熊本駅等のゲートウェイから阿蘇地域への来訪にあたっては、主要アクセスを担う国道５７号の交通渋滞に巻き込まれ

るなど、アクセス性が低く、高速性・定時性の確保が課題。

〔熊本駅～阿蘇市役所の所要時間〕 【現況】 102分 ⇒ 【整備後】 89分（約13分短縮）

■阿蘇市の観光客居住者内訳 ■熊本駅から阿蘇地域へのルート

資料：阿蘇市役所観光課提供資料

県外観光客
が約7割

N=264人

福岡県
27％

大阪府 7％

佐賀県
3％

その他県外
25％

熊本県内
34％

東京都 4％

資料：R5阿蘇くじゅう観光圏整備計画、R4熊本県観光統計

■熊本駅～阿蘇市役所の所要時間のばらつき

資料：ETC2.0プローブデータ（R5.10_昼間12時間）

所要時間（分）

頻
度
分
布

整備後の
ばらつき
１６分間

現況の
ばらつき
２４分間

所要時間の
ばらつきが大きい

熊本駅から阿蘇地域(現況)

熊本駅から阿蘇地域（整備後）

主な観光施設

事業中区間

対象区間

ジャンクション

インターチェンジ

阿蘇地域 大津道路

熊本駅

阿蘇
市役所阿蘇

神社

大観峰

草千里ヶ浜

お お づ

阿蘇地域
観光入込客数県内第1位

E3

くまもと

熊本市

ましき まち

益城町

きくようまち

菊陽町

こうし

合志市

きくち

菊池市

おおづまち

大津町

にしはら

西原村
みなみあそ

南阿蘇村

たかもりまち

高森町

あ そ

阿蘇市

資料：R3全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度より 【現況】現道利用ルート 【整備後】事業中含む中九州横断道路＋大津道路利用ルート（設計速度80km/hで算出）
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便 益 Ｂ／Ｃ

走行時間短縮便益 約7,164億円

合 計
約8,266億円

走行経費減少便益 約789億円

交通事故減少便益 約312億円

事 業 費

事業費 約6,122億円

合 計
約6,662億円

維持管理費 約508億円

更新費 約32億円
上段：現在価値化後の便益
下段：現在価値化後のコスト

8,266億円
1.2＝

6,662億円

※現在価値化後

便 益 Ｂ／Ｃ

走行時間短縮便益 約382億円
合 計

約432億円
走行経費減少便益 約33億円

交通事故減少便益 約17億円

事 業 費

事業費

改良費 約204億円

約340億円
（約240億円）

合 計
約402億円

（約256億円）

橋梁・IC費 約45億円

その他工事費 約19億円

用地及補償費 約24億円

間接経費 約48億円

維持管理費
約62億円

（約16億円）

※上段：単純合計（税込）
下段：現在価値化後

上段：現在価値化後の便益
下段：現在価値化後のコスト

432億円
1.7＝

256億円

※現在価値化後

【中九州横断道路（大分市～熊本市）】

【今回事業化区間（大津道路）】

※現在価値化後

※1：基準年（R5年）における現在価値を記載 （現在価値算出のための社会的割引率：4％）
※2：比較のために参考とすべき値として設定した社会的割引率

1.8 (2%） ※2

2.2 (1%） ※2

（参
考
）

※1

※1

※1

※1

2.5 (2%） ※2

3.2 (1%） ※2

（参
考
）
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○印は「事業を実施する場合」と「事業を実施しない場合」の比較対象
※１：新規事業化候補箇所のＢ/Ｃ等の算定にあたり、事業中区間は将来ネットワークに含む
※２：基準年をR5として計算

調査中区間

延長約3.9km

(熊本環状連絡道路) 

事業中区間

延長9.1km

(大津熊本道路)

[合志～熊本]

事業中区間

延長約4.7km

(大津熊本道路) 

[大津西～合志]

新規事業化

候補個所

延長約4.8km

（大津道路）

開通済区間

延長11.9km

(北側復旧道路)

調査中区間

事業中区間

延長6.3km

(滝室坂道路)

事業中区間

延長22.5km

(竹田阿蘇道路)

開通済区間

延長12.3km

(大野竹田道路)

開通済区間

延長8.7km

(千歳大野道路)

開通済区間

延長4.3km

(犬飼千歳道路)

調査中区間

延長 約19km

B/C
(全事業)

EIRR

新規事業化
候補箇所

※1 ※1 ○ ※1 ※1 1.7 7.2%

一体評価※2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.2 5.2%

下硯川IC

菊水IC

（仮）
熊本北ＪＣＴ・IC

熊本ＩＣ

（仮）波野IC

（仮）荻IC

竹田IC

朝地IC

大野IC
大野東IC

千歳IC

犬飼IC

大分米良IC

大分光吉IC

大分IC

中九州横断道路（大分市～熊本市） 約120km

阿蘇西IC

E3

E10

（仮）合志IC

（仮）西合志IC

益城熊本空港ＩＣ

北熊本SIC

植木IC

和泉IC

花園IC

（仮）池上IC

（仮）城山IC

（仮）砂原IC

車帰IC

大分宮河内IC

熊本県

大分県

（仮）竹田久住IC

（仮）竹田西IC

宮崎県

福岡県

南関IC

みやま柳川IC

八女IC

広川IC

（仮）大津西IC

臼杵IC

津久見IC

佐伯堅田IC

佐伯IC

九重IC

湯布院IC

大津IC
大津東IC
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大分県央空港

熊本空港

大分県庁
大分分屯地

鹿児島県庁

宮崎県庁

佐賀県庁

福岡県庁

阿蘇医療
センター

豊後大野市民病院

道の駅
おおの

竹田医師会病院

道の駅
すごう

道の駅
波野

道の駅
泗水

山鹿市民
医療センター

川口
病院

熊本県玉名振興局
くまもと県北病院

大分大学
医学部附属病院

佐伯市

臼杵市
医師会立

コスモス病院

竹田市

豊後大野市

高森町

南小国町

阿蘇市

福岡空港

道の駅
大津

菊池川河川事務所
山鹿出張所

熊本県庁

高遊原分屯地

北熊本駐屯地

中九州横断道路
大分市～熊本市

大津道路

・ 安定した物流網の構築により、地域経済を牽引し、日本の経済安全保障に資する半導体関連企業等の産業活動を支援
・ 第三次救急医療施設への速達性の向上により、救急搬送などの救急医療活動を支援
・ 交通拠点からの高速性・定時性向上により、周遊性の高い道路ネットワークを構築し、観光産業の活性化を支援

B/C EIRR※1 総費用 総便益
1.2(1.7)
1.8(2.5) 〔2％〕
2.2(3.2) 〔1％〕

5.2％
(7.2％)

6,662億円※2

(256億円※2)
8,266億円※2

(432億円※2)

出典：R3全国道路・街路交通情勢調査
混雑時・非混雑時旅行速度

※1 国道57号を非混雑時旅行速度で
移動した場合の移動時間

※2 熊本中核工業団地
※3 国道57号を対象とした移動時間のロス 図３ 企業集積地～熊本港

の移動時間のロス※3

※2

※1

最低限必要な
移動時間

渋滞などで損失
している時間

75%
(76分)

25%
(25分)

現況
（混雑時）
移動時間
約101分

約3割の
損失が発生

・熊本駅等のゲートウェイから阿蘇地域への来訪にあ

たっては、主要アクセスを担う国道５７号の交通渋滞

に巻き込まれるなど、アクセス性が低く、高速性・定

時性の確保が課題。
（図８）

効果３ 高速性・定時性向上による観光産業の活性化を支援 【◎】
・熊本駅等のゲートウェイから観光施設への移動時間の短縮により、周遊性の
高い道路ネットワークを構築し、観光産業の活性化を支援。
○熊本駅～阿蘇市役所の所要時間 【現況】 102分 ⇒ 【整備後】89分 （約13分短縮）

あ そ

効果２ 速達性の向上による救急医療活動の支援 【◎】
・阿蘇地域から第三次救急医療施設までの搬送時間短縮により、地域で生活が営める
環境を維持

あ そ

○阿蘇市役所～熊本赤十字病院の所要時間 【現況】 77分 ⇒ 【整備後】64分 （約13分短縮）
あ そ

③観光施設への高速性が低い
・国道５７号沿線には豊富な自然と観光資源が立地しており、阿蘇地域は県内第１位の観光客数を

誇り、観光客の約７割が福岡県等の県外からの来訪者（図７、９）

図９ 熊本駅から阿蘇地域へのルート
出典：R5阿蘇くじゅう観光圏整備計画、R4熊本県観光統計

【阿蘇地域】阿蘇市、南小国町、小国町、
産山村、高森町、南阿蘇村、西原村

あ そ

あ そ

・企業集積地から交通・物流拠点へのアクセス性向上により安定した物流網を構築
効果１ 輸送効率の向上による産業活動の支援 【◎】

○企業集積地※～熊本港の所要時間 【現況】 101分 ⇒ 【整備後】88分 （約13分短縮）

３．整備効果 （WISENET2050との対応）

○企業集積地※～高速IC(北熊本SIC)の所要時間 【現況】38分 ⇒ 【整備後】16分 （約22分短縮）

※熊本中核工業団地 （合志市、菊陽町、大津町の企業集積地のうち最東部の箇所）

出典：R3全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度より 【現況】現道利用ルート 【整備後】事業中含む中九州横断道路＋大津道路利用ルート（設計速度80km/hで算出）

図７ 阿蘇市の観光客居住者
内訳 出典：阿蘇市役所観光課提供資料

N=264人

福岡県
27％

大阪府 7％
佐賀県

3％

その他県外
25％ 東京都 4％

熊本県内
34％

あ そ

図６ 第三次救急医療施設への搬送ルートと旅行速度状況(混雑時(朝ピーク))

・第三次救急医療施設が立地していない阿蘇地域では、搬送件数の約３割が管外搬送で、そのう

ち約５割が熊本市内の第三次救急医療施設へ搬送されている。（図５）

１．事業概要
き く ち お お づ ま ち

・全体事業費 ： 約340億円

・延 長 等： 4.8ｋｍ
（第1種第3級、2車線、設計速度80km/h）

た か お のく ま も と

～熊本県菊池郡大津町大字杉水
お お づ ま ち す ぎ み ずき く ちく ま も と

図２ 事業位置図

②第三次救急医療施設への速達性が低い
あ そ

・計画交通量 ： 約10,800台/日

出典：ETC2.0プローブデータ（R4.1～R4.12 _7～8時台）、ヒアリング結果（R4.8）

２．課題

図４ 半導体関連の製品・部品等の出荷ルート
出典：九州半導体関連企業サプライチェーンマップ_経済産業省九州経済産業局（R4.3）

ヒアリング結果(R4.11)

熊本IC

下硯川IC

(仮)砂原IC

益城熊本空港IC

植木IC
IC IC

IC

竹
田
IC

大
野
IC

犬
飼
IC千

歳
IC

犬飼千歳道路
延長4.3km

千歳大野道路
延長8.7km

大野竹田道路
延長12.3km

竹田阿蘇道路
延長22.5km

滝室坂道路
延長6.3km

（
仮
）合
志

北熊本SIC

た き むろ ざか

た け た あ そ お お の た け た ち と せ お お の い ぬ か い ち と せ

大
分
宮
河
内
IC

E10

E3

凡例
供用区間
事業中区間
調査中区間

対象区間
ジャンクション
インターチェンジ

こうし

合志市

きくようまち

菊陽町

おおづまち

大津町

にしはらむら

西原村

みなみあそむら

南阿蘇村

きくち

菊池市

あ そ

阿蘇市

たかもりまち

高森町

たけた

竹田市

ぶんごおおの

豊後大野市

おおいた

大分市

大分県

熊本県

図１ 広域図
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延長9.1km 延長4.7km 延長4.8km
大津道路
お お づ

・起 終 点：熊本県菊池郡大津町大字高尾野

・主要アクセスを担う国道５７号の交通渋滞

に巻き込まれ、搬送に時間がかかってお

り、速達性の確保が課題。 （図６）

【阿蘇地域】阿蘇市、南小国町、小国町、産山村、
高森町、南阿蘇村

0% 20% 40% 60% 80% 100%

管外搬送

(976件)

搬送件数

(2,800件)

図５ 阿蘇地域の搬送件数
出典：阿蘇広域行政事務組合消防本部提供資料

管外搬送 35％ 管内搬送 65％

第三次救急医療施設
(熊本市内) 52％

その他の病院
(熊本市内) 10％

その他の病院
(熊本市以外) 38％

三次救急医療機関(熊本市)が約5割

管外搬送が約3割

①渋滞により円滑な物流交通や生産活動を阻害

注）費用便益分析結果は、大分市～熊本市を対象とした場合、（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合
※1： EIRR：経済的内部収益率 ※2：基準年（R5年）における現在価値を記載 （現在価値算出のための社会的割引率：4％）
※3：比較のために参考とすべき値として設定した社会的割引率

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

■道路ネットワークの防災機能評価結果

改善
ペア数

脆弱度
(防災機能ランク)

累積脆弱度の
変化量

改善度
評価

整備前 整備後 通常時 災害時

28
(1)

0.67
［Ｃ］

（1.00）
［Ⅾ］

0.56
［Ｃ］
（1.00）
［Ⅾ］

▲306.58
(▲0.00)

0.17
(0.01)

0.16
(0.00)

〇

(

参
考)

※3

※3

図１０ 整備後の
防災機能ランク

・中九州横断道路沿線には、半導体関連企

業等が立地しており、今後の更なる企業進

出も予定。

・合志市、菊陽町、大津町の半導体関連企

業等では、製品・部品等を熊本港や九州縦

貫自動車道等から全国へ輸送しているが、

主要アクセスを担う国道５７号の交通渋滞

により約３割の時間

ロスが生じており、

円滑な物流交通や

生産活動等を阻害。
（図３、図４）

こ う し き く よ う ま ち お お づ ま ち

あ そ

※西原村は管轄外

大津道路

熊本県

福岡県

大分県
佐賀県

長崎県

宮崎県

熊本港

博多港

大分港

福岡空港

阿蘇
くまもと空港

合志市・菊陽町・大津町
の主な半導体関連企業等

のエリア

半導体関連の
製品・部品等を

全国へ輸送

中九州横断道路

E3

E3

E34
E34

E10

E10

E77

E97

E35

E3

主要半導体関連産業・工場

R6年度～新規立地企業(増設含む)

■ 合志市、菊陽町、大津町

事業中区間

対象区間

お お づ

県外観光客が約7割

図８ 熊本駅～阿蘇市役所の
所要時間のばらつき

出典：ETC2.0プローブデータ（R5.10_昼間12時間）

あ そ

イメージセンサー
（半導体関連製品）

世界第１位企業
増設予定

半導体受託製造
世界第１位企業進出

半導体製造装置
世界第４位企業

増設予定

乗用車 小型貨物 普通貨物

約8,400台/日 約1,100台/日 約1,300台/日

注）上段の値は大分市～熊本市を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の防災機能評価結果

0%

2%

4%

6%

8%

50 60 70 80 90 100 110 120
所要時間(分)

頻
度
分
布

現況の
ばらつき
２４分間

整備後の
ばらつき
１６分間

所要時間の
ばらつきが大きい

熊本駅から阿蘇地域(現況)
熊本駅から阿蘇地域（整備後）
主な観光施設
事業中区間
対象区間
ジャンクション
インターチェンジ
阿蘇地域

大津道路

熊本駅

阿蘇
市役所

きくようまち

菊陽町

こう し

合志市
くまもと

熊本市 おおづまち

大津町

にしはら

西原村

みなみあそ

南阿蘇村

たかもりまち

高森町

あ そ

阿蘇市

ましきまち

益城町

E3

阿蘇
神社

大観峰

草千里ヶ浜

お お づ

阿蘇地域
観光入込客数県内第1位

大津道路

きくようまち

菊陽町

こう し

合志市

くまもと

熊本市

きく ち

菊池市

おおづまち

大津町

にしはら

西原村

みなみあそ

南阿蘇村
たかもりまち

高森町

あ そ

阿蘇市

ましきまち

益城町

E3

済生会
熊本病院

熊本医療
センター

熊本赤十字病院

阿蘇
市役所

熊本市内を
中心に

速度低下が
発生

20km/h未満
20～30km/h
30～40km/h
40～50km/h

50km/h以上

第三次救急医療施設
搬送ルート（現況）
搬送ルート（整備後）

事業中区間

対象区間

ジャンクション
インターチェンジ

阿蘇広域行政事務組合
消防本部管轄エリア

お お づ

一般国道５７号 大津道路に係る新規事業採択時評価
お お づ

こう し きく よう まち おお づ まち

出典：R3全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度より 【現況】現道利用ルート 【整備後】事業中含む中九州横断道路＋大津道路利用ルート（設計速度80km/hで算出）

出典：R3全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度より 【現況】現道利用ルート 【整備後】事業中含む中九州横断道路＋大津道路利用ルート（設計速度80km/hで算出）
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標準横断図 （単位：m）

12.00

3.503.50 1.501.75 1.75

橋梁部

12.00

3.503.50 1.501.75 1.75

土工部

原水
工業団地

第二原水工業団地

セミコン
テクノパーク

合志
工業団地

蓬原
工業団地

住吉
工業団地

大津南部
工業団地

菊陽町役場

合志市役所

大津町役場

西原町役場
熊本IC

(仮)合志IC

大津東IC

至

阿
蘇
市

至 御船町至 八代市

至

熊
本
市

至 山鹿市

至

阿
蘇
市

大津町
お お づ ま ち

お お づ な ん ぶ

おおづまち

きくようまち

みふねまちやつしろ

こ う し

だ い に は ら み ず

は ら みず

熊本中核工業団地
く ま も と ちゅ うか く

こ う し

ふ つ は ら

く
ま
も
と

す み よ し やまが

永工業団地
な が

あ

そ

あ

そ

室工業団地
む ろ

こう し

くまもと

おおづひがし

（仮）大津西IC
お お づ に し

大津IC
お お づ

西原村

菊陽町
き く よ う ま ち

熊本市
く ま も と

菊池市
き く ち

合志市
こ う し

大津道路
延長 4.8㎞

お お づ
(起)
熊
本
県
菊
池
郡

大
津
町
大
字
高
尾
野

く
ま

も
と

き
く

ち

お
お

づ

ま
ち

た

か

お

の

(終)
熊
本
県
菊
池
郡

大
津
町
大
字
杉
水

く
ま

も
と

き

く

ち

お
お

づ

ま
ち

す
ぎ

み
ず

Ｅ３

0 ㎞ 1 2 3 4 5 7㎞ ㎞ ㎞ ㎞ ㎞ ㎞

全体延長 ：4.8km
土工延長 ：4.7km（98%）
橋梁延長 ：0.1km（2%）

橋梁
20ｍ

橋梁
40ｍ

橋梁
30ｍ

8,082台/日

12,631台/日

に し は ら
武
蔵
塚
駅

む
さ
し
づ
か

光
の
森
駅

ひ
か
り

も
り

三
里
木
駅

さ
ん
り
ぎ

原
水
駅

は
ら
み
ず

肥
後
大
津
駅

ひ
ご

お
お
づ

瀬
田
駅

せ
た

立
野
駅

た
て
の

20,126台/日

14,983台/日

25,737台/日

4,464台/日

15,726台/日

10,288台/日

24,747台/日

43,811台/日

28,043台/日

18,316台/日

27,508台/日

400台/日

2,810台/日

18,001台/日

4,719台/日

23,144台/日

凡 例

開通済み

事業中

栄
工業団地

さかえ

栄第２
工業団地

さかえだい

凡 例

対象区間

高規格道路

一般国道

主要地方道

一般都道府県道

インターチェンジ

橋梁構造

主要渋滞箇所

事故危険区間

死亡事故発生箇所

交通量（Ｒ３全国道路・
街路交通情勢調査）

市街地
(人口集中地区(ＤＩＤ))

工業団地

市町村境界線

車線数（2車線/4車線以上）

鉄道

交通量台/日

橋梁
30m

かわべ

川辺工業団地

熊本北工業団地
く ま も と き た

橋梁
40ｍ

(仮)大津西IC

終点

大津IC 起点

橋梁
30ｍ

計画縦断図

至

阿
蘇
市

（
起
）
熊
本
県
菊
池
郡
大
津
町
大
字
高
尾
野

お
お
づ
ま
ち

き
く
ち

た

か

お

の

く
ま
も
と

（
終
）
熊
本
県
菊
池
郡

き
く
ち

く
ま
も
と

至

熊
本
市

標
高
（
ｍ
）

お
お
づ
ま
ち

す
ぎ
み
ず

大
津
町
大
字
杉
水橋梁

30ｍ

お お づ に し

お お づ

く
ま
も
と

あ

そ

△ △ △ △

一般国道５７号 大津道路に係る新規事業採択時評価
お お づ
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至）熊本市中心部

至）大分市

38.1 33.7 34.4 

49.0 

67.1 

20

30

40

50

60

70

全国 九州地方 熊本県 阿蘇地域 阿蘇地域

（管外のみ）

(

搬
送
時
間)

(分)
全国値の

１.３倍

○中九州横断道路沿線地域周辺には九州
有数の観光客を誇る阿蘇地域を含む多
くの観光地が立地する。(図4)

○熊本県、大分県を周遊する観光客が多
いが、阿蘇地域への県外観光客の３割
以上が目的地までの移動時間に不満。
(図5)

１．熊本県熊本市～大津町の課題 ２．原因分析

３．政策目標

①高速性や走行性の確保による産業の活性化

②救急医療機関等への速達性・確実性の向上

③高速性の確保による観光振興の促進

④渋滞緩和による生活環境の改善

①地域産業への支障

②救急医療施設への低い高速性

③観光拠点への低い高速性

④熊本都市圏の交通渋滞

○熊本～大分間は、一般道経由により時間を要し、走行性も悪く非効率な輸送となっているため、
製造品・農畜産品・ガソリン等の輸送に支障が生じている。(図1,2)

図2 国道57号の大型車混入率

○阿蘇地域の救急搬送時間は全国平均の
約1.3倍を要する。(図3)

○阿蘇地域は救急医療の約4割を管外に依
存するが、熊本市内の第三次救急医療施
設に60分以内の搬送ができない。

○日常生活(通勤、通学、仕事、買い物、行楽等)時に熊本都市圏が渋滞していると約９割
が感じており、通勤・通学等の時間が読めないなど生活に不便が生じている。

図3 救急搬送時間(通報～病院収容)の現状

図5 国道57号自動車移動時間の感想(県外在住来訪者)

中九州横断道路（熊本市～大津町）における計画段階評価

図1 製造品（二輪車部品）のサプライチェーン

熊本市街地
183箇所（59%)

その他
126箇所(41%)

合計
309箇所

②熊本市街地への交通集中による渋滞

○高規格幹線道路14,000kmが全て整備された後も、
熊本～大分間の高速ネットワークは未整備のため、
速達性確保が困難。(図6)

○交通が熊本市へ一極集中しているため、県内主要
渋滞箇所の約６割は、熊本市街地に集中。(図7,8)

○特に国道57号は、熊本市中心部に近くなるにつれ
て旅行速度が低下し、主要渋滞箇所も多く分布。

図7 熊本県内の主要渋滞箇所数

図8 DID地区と主要渋滞箇所の分布

①熊本～大分間の高速ネットワークが未整備

図6 都市・地域間移動のサービスレベル
（高規格幹線道路14,000km整備時）

図4 中九州横断道路沿線地域周辺の観光客数

写真1 国道57号の渋滞

写真2 国道57号の渋滞

至）熊本市中心部

至）大分市

※ 無回答者除く N=397

58.7% 9.5% 31.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国道57号
利用

満足 普通 不満

凡例（都市間連絡速度）
80km/h以上 60～80km/h
40～60km/h 40km/h未満

28.5%

13.4%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

国道57号県境部 全国一般道路平均

国道57号（熊本・
大分県境部）の
大型車の割合は極
めて高い

資料：H22道路交通センサス

資料：H23熊本県観光統計表
H22福岡県観光入込客推計調査
H19大分県統計年鑑(記載年:H18)

資料：全国・九州平均：「平成24年版救急・救助の状況」
阿蘇地域：阿蘇広域行政事務組合消防本部ヒアリング結果

期間：H23.1～H23.12

資料：阿蘇観光施設アンケート調査結果H22.8.7(土)

※熊本市街地＝
熊本市（北区、東区、中央区）・
合志市・菊陽町・大津町・益城町

く ま も と お お づ ま ちなかきゅうしゅうお う だ ん

くまもと お お づ ま ちくまもと
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○
・時間短縮や走行性が向上し、物流の効率化が見込ま
れる

△
・時間短縮や走行性が向上し、物流の効率化が見込ま
れるものの、効果は案①より小さい

△
・時間短縮や走行性が向上し、物流の効率化が見込ま
れるものの、効果は案①より小さい

○
・工業団地から高速道路までの所要時間が短縮し、物
流の効率化が見込まれる

△
・工業団地から高速道路までの所要時間は短縮するも
のの、物流の効率化への効果は案①より小さい

△
・工業団地から高速道路までの所要時間は短縮するも
のの、物流の効率化への効果は案①より小さい

救急医療機関への速達
性・確実性の向上

△
・救急搬送時間の短縮や患者への負担軽減が見込ま
れるものの、効果は案②より小さい

○
・救急搬送時間の短縮や患者への負担軽減が見込ま
れる

△
・救急搬送時間の短縮や患者への負担軽減が見込ま
れるものの、効果は案②より小さい

○
・移動時間短縮が大きく、観光振興への効果が見込ま
れる

△
・移動時間短縮が図られ、観光振興への効果が見込ま
れるものの、効果は案①より小さい

△
・移動時間短縮が図られ、観光振興への効果が見込ま
れるものの、効果は案①より小さい

△
・移動時間短縮が図られ、観光振興への効果が見込ま
れるものの、効果は案②より小さい

○
・移動時間短縮が図られ、観光振興への効果が見込ま
れる

△
・移動時間短縮が図られ、観光振興への効果が見込ま
れるものの、効果は案②より小さい

渋滞緩和による生活環
境の改善

○
・別線に交通が転換するため、熊本都市圏の渋滞が緩
和する

△
・別線に交通が転換するため、熊本都市圏の渋滞が緩
和するものの、効果は案①より小さい

×
・熊本都市圏の渋滞が緩和するものの、効果は案①よ
り小さい

生活
環境

集落・市街地の大気質・騒音の影響 ○
・集落・市街地を概ね回避するため、影響を与える可能
性は小さい

○
・集落・市街地を概ね回避するため、影響を与える可能
性は小さい

△
・集落・市街地に近接・通過するため、影響を与える可
能性がある

自然
環境

・重要な動物の生息地、重要な植物・群落の
生育地等、自然公園など生態系の保全上重
要なまとまって存在する自然環境の影響

○ ・概ね回避するため、影響を与える可能性は小さい ○ ・概ね回避するため、影響を与える可能性は小さい ○ ・概ね回避するため、影響を与える可能性は小さい

新たな道路ネットワーク ○
・九州縦貫道と連結することにより、熊本環状連絡道路
と一体となった新たな道路ネットワークが形成される

△
・九州縦貫道と連結することにより、新たな道路ネット
ワークが形成される

×
・既存の国道を改良するため、新たな道路ネットワーク
は形成されない

家屋への影響 ○ ・集落等を回避するため、影響は小さい ○ ・集落等を回避するため、影響は小さい ×
・沿線の市街地部を拡幅により改良するため、沿線地
域への影響が大きい

沿道利用 △
・沿道からの利用は、自動車専用道路のためインター
チェンジに限定される

△
・沿道からの利用は、自動車専用道路のためインター
チェンジに限定される

○
・沿道からの利用は、一般道路のためどこからでもアク
セス可能

早期効果の発現 △ ・部分的な効果発現が困難 △ ・部分的な効果発現が困難 ○
・現道を改良するため、開通したところから効果発現が
見込める

コスト △ 約750　～　800億 × 約1,000　～　1,050億円 ○ 約650～700億円

総　　合　　評　　価 ○ △ ×

道
路
整
備
に
よ
る
影
響

環境面
※現時点で想定される概ねの
ルートの評価を一般的な目安
として記載

熊本都市圏のネットワーク形成

移転が必要となる家屋等の数

沿道からの利用

発現の時期

整備に要する費用

政
　
策
　
目
　
標

高速性や走行性の確保
による産業の活性化

県庁所在都市間（大分～熊本）の移動時間

工業団地から福岡方面への移動時間

第３次医療施設までの搬送時間や患者への負担

高速性の確保による観
光振興の促進

観光地への移動時間
（熊本駅（新幹線）～阿蘇間等）
観光地への移動時間
（阿蘇熊本空港～阿蘇間等）

熊本都市圏の交通渋滞緩和

項　　　目 指　　　　標
速達性に配慮し、全線を別線として

九州縦貫道・熊本環状連絡道路と接続する案
速達性に配慮し、全線を別線として

九州縦貫道と接続する案
沿道からの利用しやすさに配慮し、全線に
おいて既存の現道を改良して活用する案

延長　約20km 延長　約18km 延長　約15km

評　　価　　項　　目

【案①】別線整備案（北ルート） 【案②】別線整備案（南ルート） 【案③】現道改良案

自動車専用道路　（設計速度：80km/h） 自動車専用道路　（設計速度：80km/h） 一般道路　（設計速度：60km/h）

中九州横断道路（熊本市～大津町）における計画段階評価

対応方針：【案①】別線整備案（北ルート）による対策が妥当

[計画概要]
・路 線 名：中九州横断道路 熊本市～大津町

・区 間：熊本県熊本市北区大鳥居町～熊本県菊池郡大津町大字高尾野
・概略延長：約２０ｋｍ ・車線数：４車線・２車線
・設計速度：８０ｋｍ/ｈ ・概ねのルート：図９【案①】のとおり

図9 熊本大津地域における対策案検討

（参考）当該事業の経緯等

［計画段階評価の状況］
・H25.5 ：第１回九州地方小委員会 ※計画段階評価手続き着手
・H25.6～7：第１回意見聴取（地域と道路の課題、政策目標（案））
・H26.6 ：第２回九州地方小委員会
・H26.8～9：第２回意見聴取（複数案、評価項目、複数案の比較評価）
・H27.9 ：第３回九州地方小委員会
・H29.6 ：対応方針（概略ルート・構造）の決定

［地域の要望等］
・R5.5 ：熊本県知事、熊本県議会が国土交通大臣に早期事業化を要望
・R5.5 ：熊本県知事、熊本県議会、熊本県議会九州横断道路建設促進議員連盟、

中九州・地域高規格道路推進期成会（熊本県側）が国土交通省に
早期事業化を要望

・R5.6 ：大津町長が国土交通省に早期事業化を要望
・R5.6 ：中九州・地域高規格道路促進期成会（大分・熊本両県合同期成会）が

国土交通省、財務省に早期事業化を要望
・R5.7 ：中九州・地域高規格道路推進期成会（熊本県側）が国土交通大臣に

早期事業化を要望
・R5.11：熊本県知事、熊本県議会が国土交通大臣に早期事業化を要望
・R5.11：中九州横断道路建設促進協議会が国土交通副大臣に早期事業化を要望
・R6.2 ：熊本県知事、大津町長が国土交通省に早期事業化を要望

案①②標準断面図【完成2車線】

案①②標準断面図【完成4車線】

案③標準断面図 【現道利用区間】

案③標準断面図 【立体交差部】

４．対策案の検討

【案①】別線整備案
(北ルート)

【案③】現道改良案

【案②】別線整備案
(南ルート)
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